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に影響を与える因子を明らかにすることである。対象は、2007 年 3 月から 2010 年 9
月の間に当院で局所限局性前立腺癌に対して寡分割外照射併用高線量率組織内照射
を行った症例のうち、経過観察期間が 24 か月を超えた 118 症例とした。QOL の評価
として、 EPIC (the Expanded Prostate Cancer Index Composite)の尿路領域を用い
た。QOL は、治療後 1 か月で低下し、治療後 3 か月でほぼ治療前まで回復した。QOL
と高線量率組織内照射時の線量体積ヒストグラムパラメーターとの間で相関関係を
解析したところ、前立腺 V150（処方線量の 150％が占める標的前立腺の体積）と尿
道 D10（尿道体積の 10％が照射される吸収線量）に有意差が認められ、前立腺 V150
と尿道 D10 が治療後の QOL に影響を与える因子である可能性が示唆された。  
